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基
本
構
想

問　
平
成
27
年
度
か
ら
の
基
本

構
想
の
計
画
期
間
は
、
本
格

的
な
人
口
減
少
と
超
高
齢
社
会

の
到
来
、
深
刻
な
水
害
を
も
た

ら
す
気
候
変
動
な
ど
、
本
県
を

取
り
巻
く
情
勢
変
化
に
よ
り
、

県
政
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期

と
な
り
ま
す
。

　

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
社
会
、
前
例
に
倣
っ
た
課
題

解
決
が
通
用
し
な
い
社
会
が
到

来
す
る
中
で
、
持
続
可
能
な
都

市
像
を
描
き
、
将
来
の
世
代
に

付
け
を
残
さ
な
い
責
任
あ
る
政

策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
県
の
目
指
す
べ
き
将
来
像

を
ど
の
よ
う
に
思
い
描
い
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
次
期
基
本
構
想
で
は
、
平

成
52
年
（
２
０
４
０
年
）
頃

の
滋
賀
の
目
指
す
姿
を
５
つ
の

視
点
で
描
い
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
一
つ
目
は
、

誰
も
が
自
ら
の
能
力
を
発
揮
し

活
躍
す
る
、
夢
と
希
望
に
満
ち

た
滋
賀
、
二
つ
目
は
、
滋
賀
の

力
を
伸
ば
し
、
活
か
す
、
誇
り

と
活
力
に
満
ち
た
滋
賀
、
三
つ

目
は
、
美
し
い
琵
琶
湖
を
大
切

に
す
る
、
豊
か
な
自
然
と
共
生

す
る
滋
賀
、
四
つ
目
は
、
生
活
・

産
業
を
支
え
る
基
盤
が
整
い
、

人
と
モ
ノ
が
交
流
す
る
滋
賀
、

五
つ
目
は
、
将
来
へ
の
不
安
を

安
心
に
変
え
、
安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
滋
賀
で
す
。

問　
人
口
減
少
問
題
の
ほ
か
に

も
、
災
害
対
策
や
温
暖
化
対

策
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
県
の
財
政
状
況

は
、
近
年
の
行
財
政
改
革
な
ど

の
取
組
の
結
果
、
改
善
さ
れ
て

き
た
も
の
の
、
今
後
の
人
口
減

少
社
会
の
到
来
を
考
え
る
と
、

選
択
と
集
中
に
よ
り
、
投
資
す

べ
き
と
こ
ろ
に
は
し
っ
か
り
と

投
資
し
、
事
業
効
果
が
薄
い
政

策
に
つ
い
て
は
見
直
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
次
期
基

本
構
想
で
特
に
重
点
的
に
取
り

組
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
政
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
①
子
供
の
生
き
る
力
を
育

み
、
若
者
や
女
性
が
輝
く
社

会
の
実
現
、
②
す
べ
て
の
人
に

居
場
所
と
出
番
が
あ
り
、
最
期

ま
で
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る

社
会
の
実
現
、
③
滋
賀
の
強
み

を
活
か
し
、
新
た
な
強
み
を
生

み
出
す
た
め
の
滋
賀
ら
し
い
産

業
の
創
造
、
④
琵
琶
湖
を
は
じ

め
と
す
る
め
ぐ
み
豊
か
な
環
境

と
い
の
ち
へ
の
共
感
を
育
む
社

会
の
実
現
、
⑤
豊
か
に
実
る
美

し
い
地
域
づ
く
り
と
滋
賀
ブ
ラ

ン
ド
の
発
信
、
⑥
「
文
化
と
ス

ポ
ー
ツ
の
力
」
を
活
か
し
た
元

気
な
滋
賀
の
創
造
、
⑦
人
や
「
も

の
」
が
行
き
交
う
活
力
あ
る
県

土
づ
く
り
と
安
全
・
安
心
社
会

の
実
現
と
い
う
７
点
の
政
策
に

重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

河
川
整
備

問　
昨
年
、
本
県
を
襲
っ
た
台

風
18
号
に
よ
り
、
栗
東
市
の

金
勝
川
や
高
島
市
の
鴨
川
の
堤

防
が
決
壊
し
、
大
津
市
の
大
戸

川
や
甲
賀
市
で
も
堤
防
か
ら
水

が
あ
ふ
れ
、
多
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
被
害
の
甚
大
さ
か
ら
、

県
は
、
本
年
度
は
河
川
整
備
予

算
を
増
額
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
の
感

が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
河
川
整
備
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

答　
「
中
長
期
整
備
実
施
河
川

の
検
討
結
果
」
を
踏
ま
え
た

「
河
川
整
備
計
画
」
と
、
当
面
の

具
体
的
整
備
内
容
を
定
め
た
「
河

川
整
備
５
ヶ
年
計
画
」
の
二
段

構
え
で
河
川
整
備
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
本
県
は
全
国
で
最
も

天
井
川
が
多
く
、
そ
の
堤
防
が

決
壊
し
た
場
合
に
は
甚
大
な
被

害
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
天
井
川
の
改
修
や
堤
防

強
化
対
策
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た
「
滋

賀
県
流
域
治
水
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
に
お
い
て
も
河
川
整

備
を
流
域
治
水
の
基
幹
的
な
対

策
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、

着
実
に
河
川
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

産
業
振
興

問　
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
36

年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
「
滋
賀
の
産
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
青
年
や
女

性
、
高
齢
者
の
雇
用
対
策
を
強

化
し
、
小
規
模
企
業
の
活
性
化

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
小
規
模
企
業
の
賃

金
問
題
や
事
業
承
継
、
産
業
振

興
に
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
や
将
来
の
働
き
手
の
減
少
な

ど
の
課
題
に
対
す
る
対
応
を
明

ら
か
に
し
て
、
将
来
へ
の
展
望

を
開
く
ビ
ジ
ョ
ン
や
行
動
計
画

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
が
、
知
事
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答　
今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
今

後
の
10
年
を
見
据
え
た
指
針

と
し
、
産
業
振
興
の
基
本
理
念

や
将
来
の
目
指
す
姿
を
描
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
将
来
展
望
と
し
て
、

人
口
減
少
や
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

下
に
あ
っ
て
も
国
内
外
の
課
題

解
決
に
貢
献
す
る
産
業
、
地
域

の
魅
力
を
創
造
す
る
産
業
、
暮

ら
し
を
支
え
る
地
域
に
密
着
し

た
産
業
と
い
う
、
本
県
経
済
を

牽
引
す
る
産
業
の
振
興
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
、
当
面
、

新
た
な
価
値
の
創
造
を
意
味
す

る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
創

出
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
政
策

問　
本
県
の
農
業
産
出
額
の
６

割
を
米
が
占
め
て
い
ま
す

が
、
平
成
26
年
産
米
の
価
格
が

こ
れ
ま
で
に
な
く
下
落
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
26
年
産
米
か
ら
米
価
下

落
分
を
補
て
ん
す
る
米
価
変
動

補
て
ん
交
付
金
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農

な
ど
の
担
い
手
を
対
象
と
し
た

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
で
は
、

下
落
分
の
20
％
を
超
え
る
部
分

は
補
て
ん
の
対
象
に
な
ら
ず
、

9
月
定
例
会
議
に
お
け
る

質
疑
・
質
問
か
ら

99
月
定
例
会
議
に
お
け
る

月
定
例
会
議
に
お
け
る

質
疑
・
質
問
か
ら

質
疑
・
質
問
か
ら

　滋賀県議会は、９月定例会議を９月17日から10月10日までの24日間の日程
で開きました。
　９月定例会議では、知事提出議案29件と議員提出議案９件が上程されまし
た。これらを審議した結果、意見書案１件を否決したほか、決算特別委員会を
設置して休会中に審査することとした「平成25年度滋賀県一般会計および各
特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて」ほか４件を除き、いずれ

も原案のとおり可決または同意しました。なお、「退職手当支給制限処分に係
る審査請求の諮問について」は、知事の裁決案は適当と認めると答申しました。

●平成26年度一般会計補正予算を可決
　８月９日から10日にかけての台風11号や８月15日から16日にかけての大雨
による被害に対応するための経費などを盛り込んだ23億6,124万８千円の一
般会計補正予算（第１号）を可決しました。
　補正予算には、被災した道路や河川などの復旧に係る経費のほか、オオバナ
ミズキンバイの徹底的な駆除を実施するための経費などが計上されています。

9 月 定 例 会 議 の概 要

河川改修の様子（日野川）

滋賀県基本構想審議会

水稲の収穫作業

No.74 編集・発行／滋賀県議会
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滋賀県議会だより

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会活動への理解を一層深めていただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。御意見など下記までお寄せください。
あて先　〒520-8577　大津市京町4－1－1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール　gikai@pref.shiga.lg.jp

  この広報紙は502,500部作成し、県内に新聞折込で配布しています。経費（印刷、折込、職員の人件費）は1部当たり約6円です。
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議 会 か ら の お 知 ら せ

●決算特別委員会の設置
　平成25年度滋賀県一般会計等の歳入歳出決算の認定議案を審査するため、決算特別委
員会が設置され、10月20日から５日間にわたって審査が行われました。
　委 員 長 ：宇賀　　武
　副委員長：谷　　康彦
　委　　員：竹村　　健、岩佐　弘明、目片　信悟、井阪　尚司、成田　政隆、
　　　　　　柴田智恵美、富田　博明、生田　邦夫、川島　隆二、梅村　　正、
　　　　　　石田　祐介、大井　　豊、沢田　享子
●広島県に見舞金を贈呈
　滋賀県議会議員一同（全47議員）は、８月の豪雨により大きな被害を受けた広島県に
対し10万円の見舞金を贈ることとし、10月15日、赤堀義次議長が広島県議会議長に手
渡しました。
● 「滋賀県歯および口腔

くう
の健康づくりの推進に関する条例案要綱」に対する意見の募集に

ついて
　体育振興・健康づくり対策特別委員会では、「滋賀県歯および口腔

くう

の健康づくりの推進
に関する条例」の制定を目指しています。
　この度、条例案要綱を取りまとめ、11月10日（月）まで、県民の皆様からの御意見を
募集しています。詳しくは滋賀県議会ホームページを御覧いただくか、滋賀県議会事務
局政策調査課までお問い合わせください。

9 月定例会議で審議した意見書
議案番号 件　　　　　名 結　果

意見書第16号 少人数学級の推進と義務教育費の国庫負担割合を
２分の１に復元することを求める意見書案 否　決

意見書第17号 地方財政の充実・強化を求める意見書案 可　決

意見書第18号 森林整備加速化・林業再生基金事業の延長および
拡充を求める意見書案 可　決

意見書第19号 社会福祉法人の法人税非課税等の税制上の措置の
堅持を求める意見書案 可　決

意見書第20号 産後ケア体制の支援強化を求める意見書案 可　決

意見書第21号 軽度外傷性脳損傷に係る周知および適切な労災認
定に向けた取組の推進を求める意見書案 可　決

意見書第22号「危険ドラッグ」の根絶に向けた総合的な対策の強化を求める意見書案 可　決

意見書第23号 奨学金制度の充実を求める意見書案 可　決
意見書第24号 警察官の増員に関する意見書案 可　決

9 月定例会議で審議した主な議案
議案番号 件　　　　　名 結　果

（知事提出）
議第138号～
議第139号

平成26年度滋賀県一般会計補正予算（第１号）　
他１件 可　　決

議第140号～
議第144号

薬事法等の一部を改正する法律等の施行に伴う関
係条例の整備に関する条例案　他４件 可　　決

議第145号～
議第148号

平成25年度滋賀県一般会計および各特別会計歳
入歳出決算の認定を求めることについて　他３件 継続審議

議第149号～
議第162号

契約の締結につき議決を求めることについて（彦
根工業高校耐震改修工事）　他14件 可　　決

議第163号 滋賀県病院事業資本剰余金の処分につき議決を求
めることについて 継続審議

議第164号～
議第165号

公立大学法人滋賀県立大学定款の変更につき議決
を求めることについて　他１件 可　　決

諮第2号 退職手当支給制限処分に係る審査請求の諮問につ
いて

適当と
認める

9 月定例会議で採択した請願
● 社会福祉法人の法人税非課税等の税制制度の堅持を求める意見書の提出を求
めることについて

価
格
が
下
落
し
続
け
る
場
合
は
、

補
て
ん
を
受
け
る
基
礎
と
な
る

標
準
的
収
入
額
も
下
が
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
農

業
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
が
困

難
に
な
る
と
不
安
を
募
ら
せ
て

い
ま
す
が
、
本
県
に
お
け
る
対

応
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答　
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

に
つ
い
て
は
、
再
生
産
可
能

な
収
入
水
準
を
保
証
す
る
制
度

に
強
化
さ
れ
る
よ
う
、
今
春
、

国
に
対
し
て
政
策
提
案
を
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
20
％
を
超
え
る
減
収

が
生
じ
た
場
合
、
20
％
を
超
え

る
部
分
を
追
加
で
補
て
ん
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
に
要

請
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
本
県
だ

け
で
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
近
隣
の
府
県
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
知
事
会
等
を
通
じ
て

国
に
働
き
掛
け
る
な
ど
、
農
業

者
の
皆
様
が
安
心
し
て
農
業
経

営
に
取
り
組
め
る
よ
う
し
っ
か

り
と
対
応
し
ま
す
。

防
災
対
策

問　
広
島
県
で
は
、
８
月
の
大

雨
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
、

74
名
の
方
々
が
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
。

　

本
県
で
は
、
県
が
把
握
し
て

い
る
危
険
個
所
４
９
１
０
か
所

の
う
ち
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
く
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
の
は
３
６
１
５
か
所
で
、

全
体
の
74
％
で
す
。

　

都
道
府
県
が
警
戒
区
域
を
指

定
し
や
す
く
す
る
た
め
、
国
に

お
い
て
は
、
土
砂
災
害
防
止
法

を
改
正
す
る
方
針
を
固
め
、
警

戒
区
域
指
定
の
促
進
に
向
け
た

支
援
を
強
化
す
る
検
討
を
始
め

た
よ
う
で
す
。

　
国
の
動
き
を
受
け
て
、
今
後
、

警
戒
区
域
の
指
定
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指

定
は
、
土
砂
災
害
か
ら
命
を

守
る
た
め
の
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
や
安
全
な
住
ま
い
方
へ
の

誘
導
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

　

検
討
さ
れ
て
い
る
法
改
正
に

つ
い
て
、
県
と
し
て
も
、
基
礎

調
査
費
用
の
支
援
拡
充
を
は
じ

め
、
国
に
よ
る
住
民
理
解
を
促

進
す
る
た
め
の
広
報
・
啓
発
や
、

市
町
の
避
難
勧
告
発
令
に
対
す

る
支
援
な
ど
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
法
律
に
位
置
付
け
ら
れ
る

よ
う
、
国
に
対
し
て
緊
急
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
土
砂
災
害
か
ら
命
を

守
る
た
め
、
体
制
の
充
実
を
図

り
、
関
係
市
町
と
緊
密
に
連
携

し
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

指
定
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

学
力
向
上

問　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
本
県
の
評
価
は
、
小
学

校
で
は
昨
年
度
の
厳
し
い
状
況

か
ら
改
善
が
見
ら
れ
ず
、
中
学

校
で
は
全
て
の
教
科
で
全
国
平

均
を
は
る
か
に
下
回
る
と
い
う

極
め
て
危
機
的
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
か
ら
は
、
小
学
校

に
お
い
て
放
課
後
の
補
充
学
習

が
全
国
に
比
べ
て
少
な
い
と
い

う
点
や
、
小
中
学
校
と
も
に
、

テ
レ
ビ
等
の
視
聴
時
間
や
ゲ
ー

ム
を
し
て
い
る
時
間
が
長
く
、

家
庭
学
習
の
時
間
が
少
な
い
な

ど
、
子
供
た
ち
の
学
習
状
況
に

つ
い
て
気
に
な
る
点
も
見
ら
れ

ま
す
。

　

本
県
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
改
善
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
い

ま
す
。

答　
改
め
て
、
本
県
の
学
力
を

向
上
さ
せ
、
学
習
状
況
を
改

善
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
重
い
使
命
感
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

改
善
に
向
け
、
一
人
一
人
の

子
供
た
ち
の
個
性
や
能
力
に
目

を
向
け
、
で
き
た
こ
と
は
褒
め
、

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
伸
ば
し

て
い
く
教
育
を
今
ま
で
以
上
に

現
場
で
推
進
で
き
る
よ
う
、
県

教
育
委
員
会
、
市
町
教
育
委
員

会
や
学
校
と
連
携
し
て
、
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
や
学
校
だ
け
で

は
な
く
、
家
庭
で
の
学
習
に
つ

い
て
も
、
家
庭
や
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
改
善
に
結
び
付
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　本会議や委員会はいつでも傍聴することができます。ただし、傍聴席には限り
がありますので、団体で傍聴される場合は、あらかじめ御連絡ください。また、身
体障害者補助犬の同伴や車椅子での傍聴については、お問い合わせください。

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　議会ホームページでは、本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、会
議録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、インターネット中継では、本会議の開始から終了までの模様をライブと録画で
そのまま中継しています。　　　　　　　　　　　　　　　　
▶滋賀県議会ホームページ　http://www.shigaken-gikai.jp/
　議会の開催情報は、Twitter（ツイッター）でも発信しています。
▶滋賀県議会ツイッター　（アカウント名　@shigakengikai）
●テレビ放送の御案内
　定例会議の代表質問と一般質問、最終日の模様をお届けする「県議会ダイジェスト」
を次のとおりびわ湖放送で放送します。どうぞ御覧ください。
　＜11月定例会議の放送予定＞
　　12月２日（火） 代表質問　12月 ５日（金） 一般質問　12月 ８日（月） 一般質問
　　12月９日（火） 一般質問　12月10日（水） 一般質問　12月19日（金） 最終日
 各日の夜10時から放送予定です。

傍
聴
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内

平成25年台風18号による土砂災害（栗東市）


